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 令和 4 年度水力発電の導入加速化補助金（初期調査等支援事業のうち水力発電の事業性評価に必要な調査及び設計等を行う事業） ①水力発電事業性評価事業 実施概要                                         令和 5 年 2 月 
 
 

猪苗代町大倉川水力発電所事業性評価調査 

 
１．事業の目的 
   阿賀野水系大倉川において、水力発電事業の事業性評価調査（基本設計、地質調査） 
を実施し各調査結果を踏まえ、より精度の高い事業性評価を行う。 

 
２．事業の内容 
  （１） 事業者名 
     株式会社グリーン電力エンジニアリング 
  （２） 補助事業の名称 
     猪苗代町大倉川水力発電所事業性評価調査 
  （３） 事業期間 
     令和 3年 6月 29日 ～ 令和 4年 2月 18日 
     令和 4年 5月 20日 ～ 令和 5年 2月 17日 
  （４） 調査を実施する発電設備の概要 

a.発電形式 ： 水路式 
b.使用水量 ： 1.0m/s 
c.有効落差 ： 146.7ｍ 
d.出   力 ： 999ｋW 

 
３．令和 4年度の事業実施概要 

① 地質調査 
    構造物を設置する箇所の地質状況を把握すること目的として行った。 

② 基本設計（補助対象外） 
    基本設計内容と地質調査を踏まえ、より詳細な土木構造物の検討を行い、精度の高い工事費を算出する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 3年度の事業実施概要（参考） 
① 地形測量 
 発電計画の詳細な落差、周辺の地形状況や用地の把握のため地形測量を行った。 

     ② 基本設計（補助対象外） 

      地形測量を踏まえ、土木構造物の検討と位置の決定を実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．事業の成果等 
〈地形測量〉（令和 3年度で実施） 
各種測量調査によって、本発電計画のより詳細な落差や周囲の地形を把握することが出来た。 
〈地質調査〉 
各種地質調査によって、本発電計画の地質状況を把握することが出来た。 
〈基本設計〉（補助対象外） 
各種設計業務を実施したことにより、各設備の配置等を決め、本小水力発電計画の総事業費を把握することが 
出来た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．事業スケジュール 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

                                                                         
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質調査 

地形測量 

地形測量 地質調査 0.00～0.3m 礫まじり土砂 

0.3～9.3m玉石混じり砂礫 


